
令和６年度 未来の「ふるさと松山」創造事業 
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＜第１学年：文化祭での劇の発表＞ 

 本校では、思考力・判断力・表現力の育成を通して、 

生きる力を育むため、毎年、人権劇に取り組んでいる。 

第１学年では、「生き方を学ぶ」をテーマに、脚本の構想・作成から、幕引き、照

明・音響などの裏方を含め、生徒主体で活動に取り組んだ。練習を通して、改善策を

出し、よりよい劇にするために話し合う活動を通して、自他の意見や考えの良さを尊

重し合う態度や、コミュニケーション能力の育成にもつなげることができた。クライ

マックスシーンでは全員で合唱を披露し、一体感と達成感を味わった。「続編をした

い」といった感想が出てくるなど、新しい挑戦へのモチベーションを高めることがで

きた。 

 保護者や地域の方々も、毎 

年劇を観ることを楽しみにさ 

れている。劇の上演が、家庭 

や地域でよりよい生き方につ 

いて考えていただく契機にも 

なっている。 

 

＜第２学年：職場体験学習＞ 

 第２学年では「自分を見つめる」をテーマに、５日間の職場 

体験学習を行った。事前学習のマナー講座では、講師の先生か 

ら社会人としての礼儀や作法について学び、職場体験学習に生 

かすことができた。地域の事業所などへの事前訪問や当日の活動を通して働くことの

意義ややりがい、その職業に従事する方々の思いなどを知ることができた。 

本校区の県立農業大学校での農業体験を通して、真夏の過酷な環境の中で作物を収

穫する大変さややりがいを実感したり、 

接客業で相手の気持ちを考えて行動する 

ことの大切さを知ったりすることで、働 

くことの意味を考え、これからの自分の 

生き方について考えるきっかけとなった。 


